











The Scalings of Study Skills and Study Traits 



































 Fishbein ＆ Ajzen（1975）は、人間の社会行動を予測するモデルを提唱しており、その妥
当性はさまざまな行動において検証されている。この行動予測式(1)によると、ある特定の行 
Ｂ～Ｉ＝（ＡB）w1＋（ＳＮ）w2 ――――――――（1） 
Ｂ ：the behavior（行動） 
      Ｉ ：intention to perform behavior Ｂ（行動意図） 
ＡB ：attitude toward performing behaviorＢ（行動Ｂに対する態度） 















て い る （広沢、2003）。
こ れ ら 諸変数の関係
を 仮 説 的に示したも















































































































学習技術尺度23項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
感想文とレポートを区別して書き分けている .687 .123 .171 -.020 .090 .159 .019 .031
自分の意見と事実を分けて書ける .676 .070 .060 .166 .160 -.072 .135 .002
筋道を立てて人に話すのが得意である .631 -.079 .106 .066 -.113 .008 .243 .072
本や論文の内容を決められた字数で要約できる .544 .039 .093 .064 .156 .459 -.107 .022
本の内容や話の要点を箇条書きにできる .505 .087 .168 .316 .182 .217 .146 -.040
講義中に大切なことはノートに書いておく .103 .840 .088 .168 .090 .084 .049 .011
講義中黒板以外の大切なこともノートに取る .206 .781 .102 .102 .083 .053 .202 -.043
黒板に書かれたことはノートに書く -.108 .736 .009 .130 .033 .088 -.083 .158
あるテーマについてインターネットで情報収集できる .297 .081 .711 .024 -.057 .038 -.139 -.018
大学の図書館にない本の探し方を知っている .068 .089 .703 .056 .190 .149 .119 -.055
誕生日にどんな出来事があったかを調べられる .096 .020 .679 .153 .168 -.023 .187 .077
本の並べ方を自分なりに決めている .067 .003 .122 .725 .169 .032 .177 .065
講義で配付された資料を整理している .096 .218 .085 .709 -.040 .098 -.153 .039
ノートを整理する時は自分なりの工夫をしている .132 .186 .023 .688 .043 .164 .025 .030
読み方のわからない漢字を漢和辞典で調べられる .110 .102 .085 .082 .841 .027 -.015 .015
国語辞典と漢和辞典の使い分けができる .106 .067 .169 .073 .822 .013 .076 .035
本を読む時は大事な所に線を引く -.011 .096 -.089 .100 .003 .779 .037 .146
アイデアが浮かんだ時は必ずメモする .260 .098 .124 .119 -.018 .600 .140 -.078
答案を書く前にキーワードをメモする .037 .032 .347 .111 .027 .480 .198 .013
この一ヶ月に新書本を１冊以上読んだ .089 .068 .144 .005 .026 .104 .801 .010
内容の善し悪しや正誤を考えながら読むことがある .378 .075 .021 .062 .052 .174 .635 -.098
公式、人名、年号などを覚えるのが得意である .146 -.010 .039 .044 .099 -.007 .161 .828










































学習特性尺度19項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
講義で出された課題はきちんと提出している .781 .126 -.030 -.019 -.077 .232 -.037
講義中に出された宿題はきちんとやっていく .754 .190 .106 .103 -.011 .098 .060
１ヶ月間、無遅刻・無欠席ですべての授業に出られる .654 .005 .162 .026 .113 -.157 .136
授業欠席時にはすぐ友人にノートを借りて補っている .613 .043 .203 .124 .095 .059 .076
難しい問題でもあきらめずに解こうと努力する .163 .794 .106 .111 .177 -.115 -.043
文献を読んでいて意味不明の言葉が出てきたら辞書で調べる .096 .690 .114 .130 .105 .180 .103
学習することは嫌いではない .086 .600 .150 .055 .066 .338 .176
自分の立てた計画通りに学習できる .141 .197 .825 .120 .051 .010 .055
日常生活で自分の立てたスケジュールをよく守る .180 -.050 .789 .080 .033 .034 -.066
学習計画を立てたことがある .089 .384 .647 -.078 .030 .178 .073
本を読んでも頭に入らないことがある -.092 .079 -.006 .825 -.073 .073 -.086
講義中他のことを考えていて先生の話を聞いていないことが多い.229 .075 .097 .695 .208 .040 .211
講義中はいつも集中することができる .279 .188 .129 .540 .171 -.041 .278
講義中に自分から発言したことがある -.061 .131 .029 .093 .795 .090 .016
講義中にわからないことがあれば後で先生に聞きに行く .191 .185 .066 .062 .685 .232 .018
教科書、参考書、ﾏﾝｶﾞ、雑誌以外の本を買いに行ったことがある.018 .198 .023 -.029 .056 .761 .018
自分の大学の図書館に本を借りに行くことがある .142 .007 .117 .119 .234 .694 -.013
講義中、携帯電話でメールのやりとりをしたことがある .121 .001 .010 .105 .224 -.109 .795
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This study has one purpose to construct of a shortened version for student’s scales, using study skills 
questionnaires(45 items) and study traits questionnaires(35 items) by Hirosawa(2003). Two kinds of 
questionnaires were administered to undergraduate students( N=1,150).  
The results are as follows, 
1) Using principal components analysis on Study Skills Scale and Study Traits Scale, eight and seven 
reliable interpretable factors emerged. 
2) Using Good-Poor analysis on Study Skills Scale and Study Traits Scale, high levels of sensibility 
were founded. 
 On this examination two scales had enough reliability and validity.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
